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どんなに煩雑で工数がかかるものであって
も、技術的に対応可能ならばすべてお受け
し、スピード感をもって実現する方針を貫
いてきました」と、Power事業部の松永道
子部長は同社の営業の特徴を話す。
　またIBM iクラウド事業におけるもう1つ
の特徴は、IBM iの利用をレベルアップする
多種多様な付加価値サービスの提供である。
これも日本情報通信が“協業の理由”とし
て挙げる1つである。B-Core API-HUB

（システム連携）やBSATシリーズ（運用管
理・開発支援）、X-Analysis（RPG解析）
といったサービスを指す。
　その付加価値サービスを含めサービス／
サポートを統括する蓮沼克典氏（サービス・
デリバリー 東日本サービス＆サポート部
長）は、「当社がさまざまなサービスを揃え
るのは、お客様のお困り事への対応やIBM i

のより賢い使い方を追求していった結果で、
サービスの拡充とお客様のどのようなご要
望にもお応えしていく方針は今後も続けて
いくつもりです」と述べる。

個人のスキル・情熱への依存から
仕組みによる課題解決へ

　ただし、従来の方針の堅持だけでなく、
日本情報通信との協業を機に新たな展開も
構想しているようだ。上野氏は次のように
話す。
「当社の営業とサービス／サポートは、お
客様の課題解決へ向けてスピード感をもっ
て取り組んできました。しかしそれは個人
のスキルと情熱に頼る部分が大きく、案件
数が爆発的に増加すれば限界がくることは
目に見えています。今後は仕組みによる対
応へと転換していく必要があり、仕組みに

に数えられるまでに成長した。そして
2023年に“トップ3”の1社である日本情
報通信と提携を結び、両社のIBM iクラウ
ドサービスを一本化し共同で推進していく
ことを発表した。これが同社のIBM iクラウ
ドサービスの歩みである。
　今回の提携の背景について取締役の上野
誠也氏（Power事業部事業部長）は、「新
規のお客様は年に10社程度の数で推移し
てきましたが、ここ数年は20社、30社と
数が増え、今後はさらに伸びることが予想
されます。そうなると年1回程度の基盤投
資では追いつかず、さらにお客様数の加速
度的な増加に対応するための運用の適正化
などが新たな課題として浮上していました」
と説明する。
　ベル・データは「営業が強い」とIBM i市
場で評される。日本情報通信もベル・デー
タの営業力を協業の理由の1つに挙げてい
る。同社のIBM iクラウド市場における成長
は、営業力が強力な推進力の1つと見るこ
とができそうだ。
「当社では長年にわたり、お客様の数を増
やすことにいろいろと取り組んできました。
それに加えて、お客様のご要望に対しては

よる解決を日本情報通信との共創で実現し
たいと考えています。
　またお客様のご要望が多様化するなかで
は直販だけでなく、多様なソリューション
をおもちのパートナー様と一緒にやってい
く必要性も痛感しています。日本情報通信
とのPowerクラウドNEXTでは、パートナ
ー様と協業するためのマーケットプレイス
を設け、新しい市場を創出していきたいと
考えています」
　また松永氏は、「IBM i市場における協業
は従来、マーケットの拡大よりも自社の取
り組みの効率化が主眼でしたが、IBM iとい
うプラットフォーム自体は外部と広く連携
し市場を拡大するポテンシャルを備えてい
ます。日本情報通信との協業を機に、IBM i
の新しい世界へ乗り出していきたいと思っ
ています」と抱負を語る。
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＊既存ユーザーにはサービスを継続

PowerクラウドNEXT  
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開始年
2009年

実績
150社（公表数）

IBM i用データセンター数
2拠点（埼玉、大阪）

提供中Powerモデル
Power7～Power10

提供中IBM i OS
IBM i 7.1～IBM i 7.5

Windowsクラウドの有無
なし

Linuxベース クラウドの有無
なし

IBM i クラウドセンター
設置場所

図表 Power-Cloud for iのオプションサービス　＊今後は「PowerクラウドNEXT」で提供予定
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SaaSオプション

協業相手が称賛する営業力と
多種多様な付加価値サービス

　ベル・データは2009年に国内3カ所に
データセンターを開設し、ハウジング／ホ
スティング事業に本格参入した。それまで
IBM iの保守、レンタル、機器販売を主軸と
しオフィス拠点内において簡易的なハウジ
ング／ホスティングサービスを提供してき
た同社にとって、新たな領域への一歩だっ
た。そしてIBM iの仮想化技術の向上にあわ
せてIBM iクラウドサービスをスタートさせ
た。
　同社のIBM iクラウドサービスは、当初は
基幹データのバックアップが中心だった。
ところが「本番機を対象にしたクラウドサ
ービスはないのか」という問い合わせが次
第に増えたため、2013 年に IBM i 基盤

（IaaS）の提供やシステム運用・保守、ソ
フトウェア保守などをメニューに追加し、
トータルサービスとしての内容を整えたと
いう。
　それ以降、年10社平均で新規ユーザーを
伸ばし、2010年代末にはIBM iクラウドサ
ービスの“トップ3”（利用企業数ベース）

特集　IBM iクラウド、飛翔期へ

・セキュリティ管理
・スケジュール管理
・リソース管理
・メッセージ監視
・外部データ保管

・バックアップ＆リカバリー検証
・支援サービス
・災害時切り替え
・切り戻し支援サービス

・アプリケーション保守サービス
・安心パックサービス
・BOMS(Belldata Operation 

Manegement Service）

・プログラム解析（X-Analysis）
・データ分析機能（DataStudio for Power）
・Web化（aXes）
・Excel・DB連携開発（Evolio）

・レプリケーションサービス
・遠隔バックアップサービス

・小売業向け基幹システム：CHAINS Ⅲ
・卸売業・製造業向け販売管理システム：

GROWBS-i
・建材卸向け基幹システム：Expert-Ns 

／専門工事
・統合会計：BSAT-ACCOUNTING

埼玉

大阪

スピード感のある顧客対応と
付加価値サービスで、高成長を継続

＊2024年1月より

IBM iクラウドベンダーの戦略・サービス


